
２００４年４月アルゼンチンの経済情勢 

２００４年５月作成 

在アルゼンチン大使館 

 

１．概況 

 天然ガス・電力不足のエネルギー危機に対し、亜政府はベネズエラ及びボリビアからの

燃料輸入を取り付ける一方、エネルギーの節約を促す制度を導入し、当面の危機を回避し

ようと努めた。一方、亜国内の危機に伴い、チリへの天然ガス輸出を削減したことで、同

国との間で摩擦を引き起こしている。また、対民間債務の再編交渉においては、海外の債

権者グループとの話し合いが行われ、亜政府は６月中に最終的な再編オファーを提示する

と確認した。 

 

２．経済の主な動き 

（１）天然ガス・電力の不足 

 １日、亜政府は国内供給を優先させるため、チリへの天然ガス輸出の削減を開始した。

これに対し、チリ政府は６日、亜チリ間で１９９５年に署名されたエネルギー統合に関す

る議定書に違反するものである旨の文書を出し、公式に抗議した他、二国間の信頼関係を

損なうものである旨の批判を繰り返した。２４日、訪亜したアルベアル・チリ外相はビエ

ルサ外相と会談し、問題解決のため二国間ワーキング・グループを設置することで合意し

た。 

６日、ベネズエラを訪問したデビド公共事業相及びレドラド外務次官は、同国の燃料油

と亜の食料品との間でバーター取引を行う協定に署名した。亜の電力卸市場管理会社（Ｃ

ＡＭＭＥＳＡ）は、燃料輸入代金の２０％をベネズエラ側に支払い、残りの８０％を新た

に設立する信託基金に入れ、ベネズエラが亜の食料品を購入する資金とする。 

２１日、訪亜したメサ・ボリビア大統領はキルチネル大統領と会談し、ボリビアから亜

への天然ガス輸出で合意した。右合意において、輸入したガスは亜国内向けであり、第三

国への再輸出は行わないことを約束しており、チリの亜への反発を強めさせることとなっ

た。 

一方、２８日、記者会見したデビド公共事業相、カメロン・エネルギー庁長官及びフェ

ルナンデス首相は、ガス及び電力を対前年比で５％以上節約する消費者に対して「褒賞」

を与え、節約しなかった消費者に対しては「罰金」を課す制度を発表し、エネルギー節約

を呼びかけた。 

（２）対民間債務の再編交渉 

１４日から１６日にかけて、亜政府とＧＣＡＢを含む国外の債権者グループとの話し合

いが行われた。亜政府側からは、ニールセン金融庁長官やマドクル技術調整庁長官が参加

した他、債務再編にあたる幹事銀行の代表者も同席した。話し合いの結果、２週間以内に、



債務の持続性や亜の返済能力に関する技術的な会合を行い、話し合いを継続していくこと

となった。 

亜政府は、債務再編幹事銀行との間で、最終的な再編オファーについて検討を進めてお

り、６月中にも債権者に提示するとしている。２７日、亜経済省はコミュニケを発出し、

６月初旬に米国証券取引委員会に再編オファーを提出し、６月中旬にも公式に発表すると

確認した。 

（３）テーラー米財務次官の訪亜 

 ２０日、テーラー米財務次官が訪亜し、キルチネル大統領、ラバーニャ経済相、プラッ

ト・ガイ中銀総裁等と会談を行った。同次官は会談において、天然ガス・電力不足による

エネルギー危機に対する懸念を表明した他、債務再編問題に関し、プライマリー財政黒字

の水準を引き上げるよう要請した。 

 

３．経済指標の動向 

（１）金融 

 １６日、中銀は、一般の個人及び法人の月額ドル購入上限を百万ドルから 2 百万ドルに

引き上げる為替市場の緩和措置を発表した。輸出業者によるドル売りが増えてきており、

ドルは下落傾向にある一方で、米国の金利引き上げが市場の懸念材料となっている。 

（２）税収 

 ４月の税収は対前年同月比で 29.2％増の 7,048 百万ペソとなった。引き続き、税収の増

加は、対前年同月比で 35.6％増となった付加価値税の増収によるところが大きい。一方、

モッセ財務長官は、今年第１四半期のプライマリー財政黒字が 3,989 百万ペソに達し、Ｉ

ＭＦとの目標値 1,100 百万ペソの３倍以上となったことを発表した。 

（３）産業動向 

（イ）小売（３月） 

 スーパーマーケット売上高は対前年同月比 0.7％の増加、ショッピングセンター売上高

は同 22.2％の増加となった。いずれも、販売数量の増加が続いており、消費の回復傾向が

見られる。 

（ロ）建設活動指数（３月） 

 建設活動指数は、対前月比で 1.3％の増加、対前年同月比では 34.2％の増加となり、回

復傾向が続いている。 

（ハ）工業生産指数（３月） 

 工業生産指数（ＥＭＩ）は、対前月比で 1.3％の増加、対前年同月比では 15.5％の増加

となった。分野別では、自動車、セメント、乳製品などが好調である。 

（４）物価 

 消費者物価指数は、タクシー料金やたばこの値上げなどの影響で、対前月比で 0.9％と

昨年１月以来最高の上昇を記録した。一方、卸売物価指数は 0.6％の上昇、輸入卸売物価



指数は 0.9％の下落となった。 

（５）雇用（３月） 

 労働省の発表によるブエノスアイレス圏、コルドバ圏、ロサリオ圏の雇用状況をみると、

雇用水準は三大圏全てで伸びており、引き続き改善傾向にある。 

（６）貿易収支（３月） 

 ３月の貿易収支は、942 百万ドルの黒字であった。輸入は 1,678 百万ドルと対前年同月

比で 81％の大幅な増加が続いている一方、輸出も 2,620 百万ドルで対前年同月比 17％増と

増加傾向にある。 




















